
列1 日付 参加者 場所 学会名 テーマ

1 2012年11月13日 谷口 純一 京都市 第４０回日本救急医学会総会・学術集会
大学病院の救急研修の充実化と医療の質を高める迅速対応システム（Rapid Response System:RSS）の構
築に関しての考察

2 2013年5月26日

藤本 綾子、岩下 晋輔、日吉 幸晴、
入江 弘基、小寺 厚志、安藤 卓、谷口 純

一、
木下 順弘、　馬場 秀夫、笠岡 俊志

長崎市 第３０１回日本内科学会九州地方会 繰り返す嘔吐により特発性食道破裂を来した1例

3 2013年8月24日

山川 誠、岩下 晋輔、入江 弘基、小寺 厚
志、

谷口 純一、笠岡 俊志、金丸 侑右、
菅村 公一、　小島 淳、小川 久雄

別府市 第３０２回日本内科学会九州地方会 肺塞栓症と急性大動脈解離の同時発症が原因と考えられた院外心肺停止の1例

4 2013年11月8日 笠岡 俊志 東京都 日本蘇生学会第３２回大会 シンポジウム1「神経集中治療：低体温療法の新知見」「低体温療法におけるシバリングの病態と対策」

5 2014年1月19日 冨口 純、岩下 晋輔、谷口 純一、笠岡 俊志 福岡市 第３０４回日本内科学会九州地方会 喀血を主訴とした胸部下行大動脈瘤破裂による気管支内穿破の１症例

6 2014年2月22日
新堀 準也、小寺 厚志、岩下 晋輔、
入江 弘基、谷口 純一、笠岡 俊志

熊本市 第３８回熊本救急・集中治療研究会 玩具の誤嚥によりCPAを来たし救命しえなかった小児の一例

7 2014年2月27日
小寺 厚志、入江 弘基、岩下 晋輔、
谷口 純一、笠岡 俊志、木下 順弘

京都 第４１回日本集中治療医学会学術集会 胸骨圧迫下での気管支挿管における２種類のビデオ喉頭鏡の比較検討

8 2014年3月1日
小寺 厚志、岩下 晋輔、入江 弘基、
谷口 純一、笠岡 俊志、木下 順弘

京都 第４１回日本集中治療医学会学術集会 低血糖症例におけるGlasgow Coma Scale scoreと血糖値との関連性の検討

9 2014年6月21日
入江 弘基、岩下 晋輔、小寺 厚志、

谷口 純一、笠岡 俊志
福岡 第１８回日本救急医学会九州地方会 電子カルテにおけるトリアージ機能追加の試み

10 2014年6月28日 入江 弘基 福岡
第７回九州救急集中治療「”ここが知りたい”フォー
ラム」

エアスタナー（屠殺銃）暴発による爆風外傷の1例

11 2014年10月29日
櫻井 聖大、江良 正、狩野 亘平、山田 周、

 幸崎 弥之助、金子 唯、木村 文彦、
北田 真己、橋本 聡、原田 正公、高橋 毅

福岡 第４２回日本救急医学会総会・学術集会 血中プロテインＣ活性は敗血症性DICの予後予測因子である

12 2014年10月30日 金子 唯、笠岡 俊志、他 福岡
第４２回日本救急医学会総会・学術集会’パネル
ディスカッション7’新たな神経指向型集中治療

心停止蘇生後脳低温療法における目標体温の検討～J-PULSE-Hypoサブ解析～

学会発表



13 2014年11月14日

Tadashi Kaneko,Shunji Kasaoka,
Ken Nagano,Naohiro Yonemoto,

Hiroyuki Yokoyama,Hiroshi Nonogi,
and the J-PULSE-Hypo investigators

シカゴ AHA-Resuscitation Science Symposium 2014
Effectiveness of lower target temperature therapeutic hypothermia for post cardiac arrest victims within 30
minutes resuscitation interval

14 2015年1月10日
山川 詩織、上川 将史、岩下 晋輔、
辛島 龍一、金子 唯、入江 弘基、

谷口 純一、笠岡 俊志
福岡 日本内科学会　第３０８回　九州地方会 Neurofibromatosis type 1に伴う左頭蓋外椎骨動脈破裂の１例

15 2015年2月21日

金子 唯、蔵重 淳二、岡部 弘尚、
上園 圭司、上川 将史、小山 耕太、
辛島 龍一、岩下 晋輔、入江 弘基、

谷口 純一、笠岡 俊志

熊本市 第３９回熊本救急・集中治療研究会 救急外来を受診した外傷症例の初診時血中Dダイマー値の検討

16 2015年2月26日 入江 弘基、金子 唯、笠岡 俊志 東京都 第２０回日本集団災害医学会総会・学術総会 電子カルテにおけるトリアージ機能追加の試み

17 2015年5月16日
金子 唯、上川 将史、小山 耕太、辛島 龍

一、　岩下 晋輔、入江 弘基、谷口 純一、笠
岡 俊志

佐賀市 第１９回日本救急医学会九州地方会 救急外来を受診した外傷症例の初診時血中Dダイマー値の検討

18 2015年6月4日
金子 唯、笠岡 俊志、長尾 建、米本 直裕、

横山 広行、野々木 宏、
富山県

第８回日本蘇生科学シンポジウム
－臨床救急領域の蘇生科学・神経蘇生－

目標温度による心停止蘇生後脳低温療法の成績比較－Ｊ-PULSE-Hypo Studyサブ解析－

19 2015年6月4日 笠岡 俊志、金子 唯、池田 光隆、池松 英治 富山県
第１８回日本臨床救急医学会総会・学術集会
パネルディスカッション

心肺蘇生法を実施したバイスタンダーの精神的ストレスの検討

20 2015年6月4日
金子 唯、笠岡 俊志、池田 光隆、

池松 英治、木下 順弘
富山県

第１８回日本臨床救急医学会総会・学術集会
パネルディスカッション

口頭指導はCPA予後を改善させる　－熊本市消防局CPA活動記録検討より－

21 2015年6月20日
金子 唯、上園 圭司、上川 将史、辛島 龍

一、　　岩下 晋輔、入江 弘基、木下 順弘、
笠岡 俊志

福岡県 第２５回日本集中治療医学会九州地方会 デスクメデトミジンで接合部調律・血圧低下を来した高齢者肺炎の1例

22 2015年7月10日
金子 唯、笠岡 俊志、山下 進、前川 剛志、

BHYPO study group
香川県

第１８回日本脳低温療法学会
パネルディスカッション

頭部外傷に対する脳低温療法の目標温到達、冷却・復温期間に関する考察

23 2015年7月10日 笠岡 俊志 香川県 第１８回日本脳低温療法学会 様々な温度管理方法を学ぶ

24 2015年9月18日 笠岡 俊志 横浜市 第６３回日本心臓病学会学術集会 特別企画4　循環器集中治療は今後どうあるべきか？　　CCUの現状に関するアンケート調査報告

25 2015年10月21日 笠岡 俊志 東京都 第４３回日本救急医学会総会・学術集会 ワークショップ５　きみは一生救急医を続けられるか



26 2015年10月22日 金子 唯 東京都 第４３回日本救急医学会総会・学術集会 救急外来を受診した外傷症例の初診時血中Dダイマー値の検討

27 2015年11月9日

Tadashi Kaneko,Motoki Fujita,
Yasuaki Ogino,Hiroki Irie,Shinsuke Iwashita,

Ryuichi Karashima,Masashi Kamikawa,
Hiromichi Tanaka,Ryosuke Tsuruta,

Shunji Kasaoka

米国 AHA-Resuscitation Science Symposium 2015
Serum Neutrophil Gelatinase-associated Lipocalin Has a Predictive Value for the Neurological Outcome of
Post Cardiac Arrest Victims

28 2016年2月12日 金子 唯、笠岡 俊志 神戸市 第４３回日本集中治療医学会学術集会 救急症例における初診時血中NGAL値の検討

29 2016年2月20日
金子 唯、田中 拓道、上川 将史、辛島 龍一、

岩下 晋輔、入江 弘基、笠岡 俊志、
池田 光隆、池松 英治

八代市 第４０回熊本救急・集中治療研究会 熊本市消防局CPA活動記録の検討

30 2016年5月12日 笠岡 俊志、金子 唯 福島県 第１９回日本臨床救急医学会総会学術集会 大気中の微小粒子状物質（ＰＭ2.5）が急病による救急搬送に及ぼす影響

31 2016年5月12日 金子 唯、池松 英治、池田 光隆、笠岡 俊志 福島県 第１９回日本臨床救急医学会総会学術集会 口頭指導効果の検討　－熊本市消防局CPA活動記録より－

32 2016年5月20日 笠岡 俊志 山口県 第３２回日本救急医学会中国四国地方会 救急初期診療における緊急医薬品の使用と管理

33 2016年5月30日 金子 唯、入江 弘基 東京都 第３０回日本外傷学会学術集会 屠殺銃暴発による爆発外傷の1例

34 2016年6月4日
金子 唯、田中 拓道、上川 将史、

辛島 龍一、岩下 晋輔、入江 弘基、笠岡 俊
志

鹿児島県 第２０回日本救急医学会九州地方会 病院前ブドウ糖投与プロトコール適応とならなかった低血糖発作の２症例

35 2016年6月24日

金子 唯、山下 幾太郎、田中 拓道、
江良 正、狩野 亘平、山田 周、櫻井 聖大、
北田 真己、橋本 聡、原田 正公、木村 文

彦、
高橋 毅、笠岡 俊志

沖縄県 第２６回日本集中治療医学会九州大会 左内頸静脈から左肺門部異常血管へ中心静脈カテーテルが挿入された1例

36 2016年10月3日

Tadashi Kaneko, Hiromichi Tanaka,
Masashi Kamikawa, Ryuichi Karashima,

 Shinsuke Iwashita, Hiroki Irie, and Shunji
Kasaoka

Milan, Italy
29th Annual Congress of the European Society of
Intensive

INCREASED SERUM NEUTROPHIL GELATINASE-ASSOCIATED LIPOCALIN REFLECTED KIDNEY FUNCTION AND
SYSTEMIC INFLAMMATION IN EMERGENCY DEPARTMENT"

37 2016年9月24日 笠岡 俊志 東京都 第６４回日本心臓病学会学術集会 循環器医に必須の集中治療とは何か？

38 2016年10月28日
金子 唯、山田 周、江良 正、北田 真己、

櫻井 聖大、原田 正公、木村 文彦、
笠岡 俊志、高橋 毅

埼玉県 第２３回日本航空医療学会総会 熊本県消防防災ヘリ現場救急活用に関する考察



39 2016年11月17日
金子 唯、田中 拓道、萩野 泰明、藤田 基、

入江 弘基、鶴田 良介、笠岡 俊志
東京都 第４４回日本救急医学会総会学術集会 血中NGAL測定による心停止蘇生後予後予測の試み

40 2016年11月17日 金子 唯、辛島 龍一、入江 弘基、笠岡 俊志 東京都 第４４回日本救急医学会総会学術集会 平成２８年熊本地震時における熊本大学病院の活動

41 2017年2月13日 中村 嘉宏、笠岡 俊志、金子 唯 名古屋市 第２２回日本集団災害医学会総会・学術集会 熊本地震における多数患者の転院搬送の実態と問題点

42 2017年2月13日 笠岡 俊志 名古屋市 第２２回日本集団災害医学会総会・学術集会 熊本地震における熊本県災害医療コーディネーターの活動報告

43 2017年2月13日 金子 唯、入江 弘基、笠岡 俊志 名古屋市 第２２回日本集団災害医学会総会・学術集会 地震災害時における外科処置エリア確保について

44 2017年2月13日 入江 弘基、金子 唯、笠岡 俊志 名古屋市 第２２回日本集団災害医学会総会・学術集会 電子カルテにおけるトリアージ機能追加の試み－第2報－

45 2017年2月13日 入江 弘基、金子 唯、笠岡 俊志 名古屋市 第２２回日本集団災害医学会総会・学術集会 当院における災害対策備品カートの整備状況

46 2017年3月11日 金子 唯、笠岡 俊志 札幌市 第４４回日本集中治療医学会学術集会 救急・症例における経皮的ヘモグロビン濃度測定値の検討

47 2017年 5月13日

金子 唯、山下 幾太郎、田中 拓道、江良
正、

狩野 亘平、山田 周、櫻井 聖大、北田 真
己、

原田 正公、木村 文彦、高橋 毅、笠岡 俊志

長崎市 第1回日本集中治療医学会九州支部学術集会 熱傷受傷様式からみた気道熱傷予測の検討

48 2017年5月27日 金子 唯、田中 拓道、吉野 幸生、笠岡 俊志 東京都 第20回日本臨床救急医学会総会・学術集会
口頭指導による予後改善効果の検討　―熊本市消防局活動記録より―
ワークショップ「JRCガイドライン2020を目指して」

49 2017年6月17日 笠岡 俊志、金子 唯、入江 弘基 宜野湾市 第21回日本救急医学会九州地方会 熊本地震における病院避難の状況と受入れ病院の対応

50 2017年6月17日

金子 唯、田中 拓道、上園 圭司、辛島 龍
一、

岩下 晋輔、入江 弘基、吉野 幸生、笠岡 俊
志

宜野湾市 第21回日本救急医学会九州地方会 口頭指導有無による院外心停止予後の後方視検討

51 2017年6月18日 笠岡 俊志 徳島市 第42回日本外科系連合学会学術集会
熊本地震から学ぶ多職種連携の重要性
ワークショップ「災害時におけるチームのちから」



52 2017年7月17日 笠岡 俊志 横浜市 第10回日本蘇生科学シンポジウム
成人の二次救命処置の進歩と今後の課題
シンポジウム「ガイドライン2020に向けての課題」

53 2017年9月25日

Tadashi Kaneko、Hiromichi Tanaka、
Tadashi Era、Kohei Karino、Shu Yamada、

Maki Kitada、Toshihiro Sakurai、
Masahiro Harada、Fumihiko Kimura、
Takeshi Takahashi、Shunji Kasaoka

ウィーン
European Society of Intensive Care Medicine
(ESICM), 30th Annual Congress, LIVES 2017

Serum Glial Fibrillary Acidic Protein is Potential Screening Biomarker of CT Positive Mild to Moderate
Traumatic Brain Injury in Emergency Department

54 2017年9月30日

Tadashi Kaneko、Hiromichi Tanaka、
Keiji Uezono、Ryuichi Karashima、

Shinsuke Iwashita、Hiroki Irie、
Kosei Yoshino、Shunji Kasaoka

フライブルグ
European Resuscitation Council (ERC) Congress,
Resuscitation 2017

Telephone CPR Could Improve Patients Neurological Outcome from Analysis of 3 years Kumamoto City
Prehospital Record of Out-of-hospital Cardiac Arrest
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